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Biological and biochemical characteristics of slowly growing, scotochromogenic 

mycobacteria were compared with each other. Sixty three strains of M. gordonae, 49 

strains of M. scrofulaceum, 15 strains of M. szulgai, and 13 strains of M. xenopi were 
examined for a total of 118 characters.

M. gordonae was characterized by the following ; 

1) presence of long rods (> 7ƒÊ) , 2) susceptibility to ethambutol (5 ƒÊg/ml), 3) positive 

Tween 80 hydrolysis after 14 days, 4) negative nitrate reduction to nitrite after 24 hr, 

5) negative nicotinamidase and pyrazinamidase activities, and 6) ability to use n-propanol, 

n-butanol and iso-butanol as sole carbon sources in the presence of ammoniacal nitrogen.

M. scrofulaceum was characterized by the following ; 

1) absence of long rods, 2) resistance to ethambutol (5 ,ug/ml), 3) negative Tween 80 

hydrolysis after 14 days, 4) negative nitrate reduction to nitrite after 24 hr, and 5) positive 

nicotinamidase and pyrazinamidase activities.
M. szulgai was characterized by the following ;

1) presence of long rods, 2) susceptibility to ethambutol (5 ,ƒÊg/ml) , 3) negative Tween 80 

hydrolysis after 14 days, 4) positive nitrate reduction to nitrite after 24 hr, and 5) inability 

to use glucose as the sole carbon source in the presence of ammoniacal nitrogen.

M. xenopi was characterized by the following ;

1) presence of long rods and filaments, 2) resistance to ethambutol (5,ƒÊg/m1), 3) suscepti

bility to NH 2 OH (500 ,ƒÊg/ml) and isoniazid (10 ,ƒÊg/ml) , 4) negative Tween 80 hydrolysis 

after 14 days, 5) positive nitrate reduction to nitrite after 24 hr, but negative reaction in 

the fresh isolates, 6) positive nicotinamidase and pyrazinamidase activities, and 7) inability 

to use glucose, acetate and pyruvate as sole carbon sources in the presence of ammoniacal 

nitrogen.

* From the National Chubu Hospital
, Departments of Internal Medicine, Obu, Aichi 474 

Japan.
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All of these characters of four species were considered to be useful for differentiation 

among them.
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緒 言

我 が 国 にお ける非定型抗酸菌症 は1980年 代 に入 りそ

の発生率 の増加 に伴 って,感 染菌種 の多様化 を呈 して き

た1)～3)。 ま たM.nonchromogenicum,M.gordo

naeの よ うに環境 中に常在 し一般 に非病原性 と考え られ

て い る菌 に よる感染症 も報告 され1)～3)7)8),その存在が

注 目されるよ うにな った。 このよ うな感染菌種の多様化

に対 し,菌 の正確 な同定 を行 うことが よ りいっそう重要

な ことと考 え られる。

ところで,M.gordonae感 染症 に関す る報告をみ る

と,米 国では この菌 の同定 を単 に,Tween80水 解(+),

硝酸還元(-),Catalase半 定量(+)に よって行 って いる。

しか しな が ら,M.scrofulaceumも 硝 酸 還 元(-),

Catalase半 定 量 げ)で あ り,結 局 両 者 の 区 別 点 は

Tween 80水 解 のみ となる。単一性状で菌種 を区別 し,

同定 を行 うことは十分 な方法 とは言 えない。正確 な同定

を行 うためには複数 の鑑別点 が必要で ある。

ま た,こ れ まで に も我 々の研 究室 に他施 設 か らM.

xenopiに よる肺感 染症 と して,そ の菌 の同定 の確認の

依 頼 が数件 あ った が,そ の結果 はいずれ もM.xenopi

ではなか った。

このように,こ れ らの菌 による感染症 に遭遇 した場合,

菌 の同定 に難渋 する ことが少 な くない。

本 報 で は,Runyon(1959)4)のGroupIIScoto

chromogensに 属 す るM.gordonae,M.scrofula

ceum,M.szulgai,Mr.xenopiの 生 物 学 的 生 化 学 的 特

徴 を調 べ,こ れ らの菌 の 同定 に関 す る鑑 別 点 を明 らか に

した。

研 究 方法

使用 した菌株 はすべ て国立療養所中部病院保存株 のう

ち,既 に同定 を終 えた もので,各 々分離源が異 なるもの

を選 んだ。

内 訳 はM.gordonae63株,M.scrofulaceum49

株,M.szulgai15株,M.xenopi13株 で あ っ た 。 こ

れ ら の菌 株 に つ いて,東 村 らに よ る既 報5)6)の 方 法 に従

い,各 々118の 性 状 を調 べ,そ の陽 性 率 を各 菌 種 間 で 比

較 検 討 した。

研 究 結果

M.gordonae63株,M.scrofulaceum49株,Ml.

szulgai15株,M.xenopi13株 に つ いて,各 菌 種 間 の

鑑 別 に 有 用 と考 え られ た性 状 の陽 性 率 をTableに 示 し

た。

1.集 落及 び形態

M.szulgai,M.xenopiは す べ てR型 集 落 を 呈 した

の に対 し,M.gordonae,M.scrofulaceumは 殆 どが

S型 集 落 を呈 した 。 ま たZiehl-Neelsen染 色 にお いて

M.gordonae,M.szulgai及 びMP.xenopiの 殆 ど が

Longrods(>7μ)が 主 体 で,Cross-barring(Int

racellular granules)を 伴 って い た。 一 方,M.scro

fulaceumはShort～Intermediate rodsが 主 体 で

あ った。

2.発 育 温度域

M.xenopiは 他の菌種 に比べ発育温度 は高温域 にあ っ

た。即 ち,28℃ で発育 せず,37～45℃ で発育 した。

他 の3菌 種 はすべ て28℃ で発育 し,45℃ で は発育 し

なか った。

3.NH20Hに 対す る感受性

M.xenoppiは これに対 する感受性 は高 く,500μg/ml

にすべてが感受性 であ った。一方,他 の3菌 種 は約半数

が耐性であ った。

4.各 種抗菌剤 に対 する感受性

Mr.scrofulaceum,M.xenopiは 殆 ど が,Etham

butol(5μg/ml)に 耐 性 で あ っ た が,M.gordonae,

M.szulgaiは す べ て感 受 性 で あ った。 ま たM.xenopi

は殆 どがisoniazid(10μg/ml)に 感 受 性 で あ っ た。

5.酵 素 反応

M.gordonaeの み がTween80水 解(+)で あ っ た。

M.xenopiの31%がCatalase半 定 量(+)で あ り,他

の3菌 種 は 殆 ど が 陽 性 で あ っ た。M.szulgai,M.

xenopiは 殆 ど が 硝 酸 還 元(+)で あ り,Mr.gordonae,

M.scrofulaceumは す べ て(-)で あ っ た 。 ま たM.

szulgaiは 殆 どがAsid phosphatase(+)で あ った。

6.C源 の利用能

M.gordonae,M.scrofuzaceumは そ の過 半 数 が,

NH3の 存 在 下 にC源 と してglucose,acetate,pyru-
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Table Differentiation among Four Species of Slowly

Growing, Scotochromogenic Mycobacteria

a) Strains of M. xenopi preserved in our laboratory gave a weakly positiv e reaction, but flesh

 isolates gave a negativ e reaction.

vateを 利 用 す る こ と が で き た 。 しか し な が ら,M.

szulgaiはglucoseを,M.xenopiは これ らす べ て を

C源 と して利 用 で き なか っ た。 ま たM.gordonaeは 殆

ど がn-propano1,n-butanol,iso-butanolをC源

と して利 用 す る ことが で き た。

7.N源 の利用能

M.xenopiはglycerolの 存 在 下 にN源 と し て

nicotinamide,pyrazinamideを 利 用 で き な か っ た。

一 方
,M.scrofulaceum,M.szulgaiは 殆 ど が これ ら

をN源 と して利 用 す る こ とが で き た。

考 察

我々が過去 に国療非定型抗酸菌症共 同研究班 の菌株 同

定 にあた って,最 も頭を悩 ま したのがGroup II Scoto

chromogensの 同 定 で あ っ た 。 我 々 が 同 定 の標 準 とす

る方 法 は,Slowly growing mycobacteriaに お いて

は,Tsukamura6)のManualp.66-71に 示 した76

の性 状 に つ い て計 数 同定 を行 う もの で あ る。 と こ ろが,

routine workと して の 同 定 で は常 に こ の よ う な 手 間

の か か る 方 法 を 実 施 す る わ け に は い か な い 。 従 って

Manual p.71の 簡 易 同 定 法 を 利 用 せ ざ る をえ な い。

こ の よ う な 場 合,し き り に 困 難 を 感 じ る の が,M.

scrofulaceumとM.gordonaeの 区 別,ま た,M.

gordonaeとM.szulgaiの 区 別 で あ る。

例 え ば,M.scrofulaceumとM.gordonaeの 区 別

の 場 合,区 別 点 はTween80水 解9)及 びEthambutol

耐 性10)の2点 で あ る。 前 者 は通 常 これ らの2性 状 で(-),

(+)の 反 応 を,後 者 は(+),(-)の 反 応 を 示 す 。 しか し(-),
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(-)ま た は(+),(+)の 反応 を示す菌株 の場合,い ずれ に同

定 す べ きか判定 に困 る。Mr.gordonaeとM.szulgai

の区別において も,区 別点 は,硝 酸還元 とTween80水

解 の2点 であ るか ら同様 の問題 が起 こる。 この問題 の解

決のために は,更 に多 くの区別点 を用 いる必要 があ り,

本報の研究 はこの 目的のために行 った。

我々 は標準の計数同定 法で同定 した多数 の菌株 につい

て,有 用な区別点を探 した。使 用 した菌株数 は,我 々の

過去 の研 究12)13)の2～ 数倍にのぼ った。本報 で新 たに

追加 した区別点及び特徴 は次のよ うであ った。

1.M.scrofulaceumとM.gordonaeの 区 別

既 報 のTween80水 解9)とEthambutol(5μg/ml)

耐性10)の 他 に,M.gordonaeにlong rods(>7μm)

を示 す も のが 多 い こ と(一 方,M.scrofulaceumは こ

れ を 欠 く),ま たMr.gordonaeにC源 と し てn-

propanol,n-butanol,及 びiso-butanolを 利 用 す

る もの が多 か っ た。

2.Ml.gordonaeとM.szulgaiの 区 別

この両 者 の 区別 点 と して は,Marks et al11)に よ り,

M.szulgaiは 硝 酸 還 元(+),Tween80水 解(-),C源

と してglucoseを 利 用 しな い こと,及 びR型 集 落 を形

成 す る こ と が 知 られ て い る。 しか しMr.gordonaeも

R型 を形 成 す る こ と が稀 で は な い の で,重 要 な区 別 点

は前3者 で あ る。 そ こで 本 報 で は更 に次 の事 実 を 加 え

た 。M.szulgaiはAcid phosphatase(+)で あ り,M.

gordonaeは(-)で あ っ た 。M.szulgaiはNicotina

rnidase及 びPyrazinamidaseが(+)の こ と が 多 く,

ま たC源 と してn-propanol,n-butanol,iso-buta

nolを 利 用 しな か った 。

3.M.xenopiの 特 徴 につ い て の 新 知 見

Manual of Clinical Microbiology第4版(1985)14)

に よ る と,M.xenopiはS型 集 落 を 形 成 し,硝 酸還 元

(-)と記 載 され て い る。 と こ ろが 本 報 に示 す よ う に,我 々

の 保 存 株 を み る と,13株 と もR型 集 落 で あ った 。 分 離

当 初 はS型 集 落 で あ っ た もの が,継 代 に よ りR型 に変

化 した 可 能 性 も否 定 で き な い が,日 本 で 分 離 され た1

株15)は 当 初 か らR型 集 落 で あ っ た(注;日 本 で の臨 床

分 離 株 は,我 々 の 知 る か ぎ り,こ の1例 の みで あ る)。

従 っ てM.xenopiを 簡 単 にS型 と決 め る こ と はで き な

い よ う で あ る。 ま たM.xenopiは 一 般 に は 硝 酸 還 元

(-)14)と 考 え られ て い るが
,我 々 の保 存 株 で は,13株 と

も(+)で あ っ た。 日本 で分 離 さ れ た1株 は,分 離 当初 は

(-)で あ った が,継 代 後 直 ち に(+)に 変 化 した。 この点 は

同 定 にあ た って 十 分考 慮 しな け れ ば な らな い こ と と思 わ

れ る 。 更 に,こ の 菌 はN源 及 びC源 の 利 用 能 に 特 徴

が 認 め られ た 。 即 ち,C源 と し てglucose,acetate,

pyruvate,n-propanol,n-butanol,及 びiso-buta

nolす べ て を利 用 せ ず,ま た,N源 と して,nicotina

mide,及 びpyrazinamideを 利 用 し な か っ た。

NH2OH・HCIに 対 す る 感 受 性 は1969年 にTsuka

mura16)に よ っ て 報 告 さ れ て い るが,本 報 で も,M.

xenopiが 最 も感 受 性 が高 く,500μg/mlに 対 し全 株 が

感 受 性 で あ り,同 定 に有 用 で あ る と考 え られ た。

結 論

GroupII scotochromogens(M.gordonae,M.

scrofulaceum,M,szulgai,M.xenopi)の 生 物 学 的

生 化 学 的特 徴 を,同 定 の終 了 した保 存 株140株 につ い て

各 々118の 性 状 を調 べ,そ の陽 性 率 を各 菌 種 問 で 比 較 し

た。

M.gordonaeはS型 集 落 を 示 し,Longrods(-),

28℃ 発 育(+),45℃ 発 育(-),Ethambutol(5μg/ml)

耐 性(-),Tween80水 解(+),硝 酸 還 元(-),Nicotina-

midase反 応(-),Pyrazinamidase反 応(-)で あ り,

C源 と し てn-propano1,n-butanol,iso-butanol

を利 用 した。

MF.scrofulaceumはS型 集 落 を 示 し,Longrods

(-),28℃ 発 育(+),45℃ 発 育(-),Ethambutol(5μg/

ml)耐 性Gi),Tween80水 解(-),硝 酸 還 元(-),

Nicotinamidase反 応(+),Pyrazinamidase反 応(+)

で あ った。

M.szulgaiはR型 集 落 を 示 し,Longrods(+),

28℃ 発 育 げ),45℃ 発 育(-),Ethambutol(5μg/ml)

耐 性(-),Tween80水 解(-),硝 酸 還 元(+),Acid

phosphatase反 応 げ)で あ り,C源 と してgulucoseを

利 用 しな か った。

Mr.xenopiはR型 集 落 を 示 し,Longrods(+),

Filaments(+),28℃ 発 育(-),45℃ 発 育(+),Etham

butol(5μ9/ml)耐 性(+),NH20H(500μ9/ml)耐

性(-),isoniazid(10μg/ml)耐 性(-),Tween80水

解(-),硝 酸 還 元 げ),た だ し初 代 分 離 株 で は(-),Nicoti-

namidase反 応(+),Pyrazinamidase反 応(+)で あ り,

C源 と して,glucose,acetate,pyruvate,n-propa

nOl,n-butanol,iso-butanolを 利 用 しな か った。
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